
石川県立美術館だより BIJUTSUKAN

DAYORI第387号 平成28年1月1日発行

新年のご挨拶

新春を寿ぐ

前 大峰 《水のほとり沈金飾筥》
昭和22年 石川県輪島漆芸美術館蔵

● 講演会記録｢鴨居玲を語る｣

● 映像ギャラリー

● 展覧会回顧「石川の近代彫刻をたずねて」

● 1月の行事予定

● ミュージアムショップ通信

工芸にみる石川の巨匠

新春優品選【古美術】

【工芸】新春優品選

干支の造形

－芸術院会員・人間国宝の名品選－

北陸新幹線開業記念
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
も
終
わ
り
、新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。昨
年
三
月
十
四
日
に

は
北
陸
新
幹
線
も
開
業
し
、予
想
以
上
に
多
く
の
観
光
客
が
石
川
・
金
沢
の
地
へ

訪
れ
ら
れ
て
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。私
共
も
そ
う
し
た
方
々
を
お
迎
え
す
る
た
め

に
、こ
の
地
で
な
け
れ
ば
鑑
賞
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
企
画
を
考
え
る
べ
き
と
し

て
、春
に
は「
百
万
石
の
名
宝
」展
を
、秋
に
は「
鴨
居
玲
」展
を
開
催
し
た
こ
と
は

周
知
の
通
り
で
す
。暦
年
で
は
二
十
七
年
が
終
わ
り
ま
し
た
が
、新
幹
線
開
業
年

度
の
最
後
を
飾
る
企
画
展
と
し
て
、一
月
四
日
か
ら
二
月
十
四
日
ま
で「
工
芸
に

み
る
石
川
の
巨
匠
」展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
存
知
の
通
り
、新
幹
線
開
業
に
向
け
て
金
沢
駅
が
全
く
新
し
く
な
り
ま
し

た
。駅
の
コ
ン
コ
ー
ス
の
柱
に
は
、石
川
県
を
代
表
す
る
工
芸
作
家
の
作
品
が
飾

ら
れ
て
ま
る
で
ミ
ニ
美
術
館
の
よ
う
だ
と
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
た
ほ
ど
、石
川

県
の
美
術
分
野
の
な
か
で
は
工
芸
が
突
出
す
る
資
質
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
展
で
は
石
川
県
在
住
や
ゆ
か
り
の
人
び
と
で
、文
化
勲
章
受
章
者
、文
化

功
労
者
、芸
術
院
会
員
、重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）な
ど
、工
芸
界
で

ト
ッ
プ
の
座
を
占
め
た
作
家
を
、物
故
者
を
含
め
二
十
二
名
一
〇
三
点
で
構
成
し

超
豪
華
版
の
企
画
展
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。ま
さ
に
二
十
八
年
の
年

頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
見
事
な
展
観
と
な
り
ま
し
た
。石
川
の
個
性
、特
色
を
十

分
に
ご
堪
能
い
た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
春
よ
り
施
行
さ
れ
た「
い
し
か
わ
文
化
振
興
条
例
」に
よ
り
、毎
年
十
月
第

三
日
曜
日（
昨
年
十
月
十
八
日
）が「
い
し
か
わ
文
化
の
日
」と
定
め
ら
れ
、県
内
の

博
物
館
施
設
の
常
設
展
示
部
門
が
無
料
開
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

よ
り
先
、当
館
は
す
で
に
毎
月
第
一
月
曜
を
無
料
開
放
し
て
お
り
、多
く
の
常
連
入

館
者
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、い
し
か
わ
文
化
の
日
は
と
く
に
多
く
の
入
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
博
物
館
同
士
が
互
い
に
連
携
し
、行
動
を
共
に
す
る
こ
と

の
重
要
さ
を
示
唆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。本
年
も
県
民
の
皆
様
の
ご
要
望

に
お
応
え
す
べ
く
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石川県立美術館 館長 嶋崎 丞1月4日（月）～2月14日（日） 会期中無休

年始のご挨拶
2016年

　

前
号
で
も
ご
案
内
し
ま
し
た
よ
う
に
、本
展
に
出
品
す
る
予
定
の
作
品
は
、石

川
の
工
芸
を
代
表
す
る
日
本
芸
術
院
会
員
六
名
、重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
二
十

二
名（
一
名
重
複
）の
計
約
一
〇
〇
点
を
予
定
し
て
い
ま
す
。各
作
家
の
主
な
出
品

作
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※

作
家
の
配
列
は
、日
本
芸
術
院
会
員
の
就
任
順
、重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の

　

認
定
順

松
田
権
六【
漆
芸（
蒔
絵
）】 《
蓬
萊
之
棚
》 

昭
和
十
九
年

当
館
蔵

蓮
田
修
吾
郎【
金
属
造
型
】 《
白
銅
浮
彫「
聖
歌
の
碑
」》 

昭
和
五
十
七
年

当
館
蔵

十
代 

大
樋
長
左
衛
門【
陶
芸
】 《
壺
・
指
頭
絵「
虎
吼
」》 

平
成
二
十
一
年

当
館
蔵

三
谷
吾
一【
漆
芸
】 《「
月
夜
野
」》 

平
成
七
年

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
蔵

二
代 

浅
蔵
五
十
吉【
陶
芸
】 《
釉
彩 

瑞
鳥
の
譜 

飾
皿
》 

昭
和
四
十
三
年

小
松
市
立
博
物
館
蔵

武
腰
敏
昭【
陶
芸
】 《
無
鉛
釉 

王
魚
》 

平
成
二
十
六
年

個
人
蔵

木
村
雨
山【
染
織（
友
禅
）】 《
染
色
童
児
遊
ぶ
屏
風
》 

昭
和
十
七
年

個
人
蔵

隅
谷
正
峯【
刀
剣（
日
本
刀
）】《
大
身
槍 

日
本
号
写
》昭
和
四
十
七
年

当
館
蔵

大
場
松
魚【
漆
芸（
蒔
絵
）】 《
平
文
薄
の
棚
》 

昭
和
五
十
三
年

当
館
蔵

前 

大
峰【
漆
芸（
沈
金
）】 《
水
の
ほ
と
り
沈
金
飾
筥
》 

昭
和
二
十
二
年

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
蔵

初
代 

魚
住
為
楽【
金
工（
銅
鑼
）】 《
砂
張
銅
鑼 

銘 

青
海
波
》 

昭
和
十
二
年

小
松
市
立
博
物
館
蔵﹇
小
松
市
指
定
有
形
文
化
財
﹈

赤
地
友
哉【
漆
芸（
髹
漆
）】 《
曲
輪
造
毬
形
朱
喰
篭
》 

昭
和
五
十
九
年

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
蔵

氷
見
晃
堂【
木
工
芸
】 《
桑
造
木
象
嵌
飾
棚
》 

昭
和
二
十
四
年
石
川
県
七
尾
美
術
館
蔵
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川北良造 《桑造方盛器》
平成24年 個人蔵

－芸術院会員・人間国宝の名品選－

【
講
演
会
】

　

1
月
17
日（
日
）「
石
川
の
工
芸̶

巨
匠
た
ち
の
思
い
出
・
裏
話
」　

　

講
師
：
嶋
崎 

丞（
石
川
県
立
美
術
館
館
長
）

　

時
間
：
午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
：
美
術
館
ホ
ー
ル（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

【
映
画
上
映
会
】 

特
集「
石
川
の
巨
匠
と
そ
の
わ
ざ
」

　

1
月
10
日（
日
） 

寺
井
直
次
・
西
出
大
三　
　

　

1
月
24
日（
日
） 

大
場
松
魚
・
羽
田
登
喜
男

　

1
月
31
日（
日
） 

武
腰
敏
昭
・
氷
見
晃
堂

　

2
月
7
日（
日
） 

二
塚
長
生　

　

時
間
：
い
ず
れ
の
日
程
も
午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
：
美
術
館
ホ
ー
ル（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）

主催：石川県立美術館

寺
井
直
次【
漆
芸（
蒔
絵
）】 《
蒔
絵
箱「
鳴
き
渡
る
」》 

昭
和
五
十
五
年
当
館
蔵

◆
関
連
行
事

担
当
学
芸
員
が
、出
展
作
品
の
解
説
を
行
い
ま
す
。　

時
間
：
会
期
中
の
毎
週
日
曜
日
午
前
11
時
か
ら

場
所
：
一
階
企
画
展
示
室（
要
観
覧
料
・
予
約
不
要
）

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

◆
観
覧
料

西
出
大
三【
截
金
】 《
截
金
彩
色
木
彫
合
子「
華
鳥
」》 

昭
和
五
十
五
年
当
館
蔵

羽
田
登
喜
男【
染
織（
友
禅
）】 《
友
禅
訪
問
着「
群
鴦
錦
秋
」》 平
成
二
年

当
館
蔵

川
北
良
造【
木
工
芸
】 《
桑
造
方
盛
器
》 

平
成
二
十
四
年

個
人
蔵

塩
多
慶
四
郎【
漆
芸（
髹
漆
）】 《
乾
漆
稜
線
文
器
》 

昭
和
六
十
二
年

個
人
蔵

三
代 

德
田
八
十
吉【
陶
芸（
彩
釉
磁
器
）】 《
燿
彩
鉢「
極
光
」》 平
成
四
年

当
館
蔵

小
森
邦
衞【
漆
芸（
髹
漆
）】 《
網
代
重
箱「
暁
天
」》 

平
成
四
年

当
館
蔵

二
塚
長
生【
染
織（
友
禅
）】 《
友
禅
着
物「
寒
瀑
」》 

平
成
三
年

当
館
蔵

中
野
孝
一【
漆
芸（
蒔
絵
）】 《
栗
鼠
に
山
葡
萄
八
角
箱
》 

平
成
二
十
年
個
人
蔵

灰
外
達
夫【
木
工
芸
】 《
神
代
欅
挽
曲
造
飾
箱
》 

平
成
二
十
六
年

当
館
蔵

前 

史
雄【
漆
芸（
沈
金
）】 《
竹
叢
》 

平
成
十
四
年

石
川
県
立
輪
島
漆
芸
技
術
研
修
所
蔵

吉
田
美
統【
陶
芸（
釉
裏
金
彩
）】 《
釉
裏
金
彩
大
山
蓮
花
文
鉢
》 

平
成
十
二
年

当
館
蔵

三
代 

魚
住
為
楽【
金
工（
銅
鑼
）】 《
砂
張
皆
具（
水
指
・
杓
立
・
建
水
・
蓋
置
）》

昭
和
六
十
年　

金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
蔵

中
川　

衛【
金
工（
彫
金
）】 《
象
嵌
朧
銀
花
器「
夕
映
え
」》 

平
成
二
十
三
年

金
沢
市
立
安
江
金
箔
工
芸
館
蔵

企画展

工芸にみる石川の巨匠

二代浅蔵五十吉 《釉彩 瑞鳥の譜 飾皿》
昭和43年 小松市立博物館蔵

隅谷正峯 《大身槍 日本号写》 （部分）
昭和47年 当館蔵

八
〇
〇
円（
六
〇
〇
円
）

六
〇
〇
円（
四
〇
〇
円
）

二
〇
〇
円（
一
〇
〇
円
）

一　

般

大
学
生

小
中
高
生

※

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
（ 　

）内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

北陸新幹線開業記念
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今
回
は
、現
在
展
示
中
あ
る
い
は
一
月
十
六
日
か
ら
の

後
期
に
展
示
さ
れ
る
作
品
に
見
ら
れ
る
、広
義
の
吉
祥
モ

テ
ィ
ー
フ
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。最
初
は
元
時
代
十

四
世
紀
の
画
家
・
王
若
水
の《
花
鳥
図
》で
す
。こ
の
作
品
は

三
幅
対
と
な
っ
て
お
り
、中
絵
が
松
竹
梅
に
つ
が
い
の
鶴
、

右
が
太
湖
石
、胡
蝶
、牡
丹
、寿
帯
鳥
、左
が
菊
に
三
羽
の
カ

サ
サ
ギ
、胡
蝶
、雀
と
な
っ
て
い
ま
す
。植
物
や
鳥
の
描
写

は
図
鑑
の
よ
う
に
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、い
ず
れ
も

中
国
や
日
本
に
お
い
て
長
命
、富
貴
、栄
進
、慶
事
な
ど
を

象
徴
す
る
画
題
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。次
は
、加
賀
藩

十
一
代
藩
主
・
前
田
治
脩
が
所
用
し
た《
日
の
出
に
立
浪
文

陣
羽
織
》で
す
。伝
統
的
な「
旭
日
東
昇
」の
画
題
を
あ
し

ら
っ
た
本
作
は
、新
た
な
年
の
希
望
と
繁
栄
の
願
い
を
託

す
意
味
で
、新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

続
い
て
、複
数
の
作
品
に
用
い
ら
れ
て
い
る
梅
の
意
匠
に

注
目
し
ま
す
。梅
の
異
称
は「
好
文
木
」で
、中
国
・
晋
の
武
帝

が
学
問
に
親
し
む
と
花
が
開
き
、学
問
を
や
め
る
と
花
が
開

か
な
か
っ
た
と
い
う
故
事
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。学
問
の

神
・
天
神
と
な
っ
た
菅
原
道
真
が
梅
を
特
に
愛
し
た
こ
と
も
、

こ
の
故
事
に
関
係
が
あ
り
そ
う
で
す
。そ
し
て
春
の
さ
き
が

け
と
し
て
冬
の
闇
を
破
っ
て
咲
く
梅
は
、仏
教
で
は
迷
い
の

闇
を
解
脱
し
た
悟
り
の
光
明
を
象
徴
し
ま
す
。菅
原
道
真
を

先
祖
と
す
る
前
田
家
の
家
紋
が
梅
鉢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、前

田
家
は「
梅
花
天
目
」と
通
称
さ
れ
る《
玳
皮
盞
天
目
茶
碗
》

や
、「
織
部
緞
子
」と
し
て
知
ら
れ
る
名
物
裂《
流
水
梅
花
文
様

緞
子
》を
特
別
な
思
い
で
珍
重
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。ま
た
、

天
神
信
仰
と
禅
が
結
び
つ
い
た《
渡
唐
天
神
像
》が
、梅
の
枝

を
持
つ
姿
で
描
か
れ
て
い
る
理
由
も
わ
か
り
ま
す
。

【古美術】
12月10日（木）～2月14日（日）
休館日：12月28日（月）～1月3日（日）

前期：12月10日（木）～27日（日）
後期：1月4日（月）～2月14日（日）

新春を寿ぐ
前田育徳会尊經閣文庫分館

　

今
回
の
展
示
は
、新
年
を
迎
え
一
部
作
品
の
展
示
替
え

を
行
い
後
期
と
な
り
ま
し
た
。今
回
の
主
要
作
品
は
、重
要

文
化
財《
西
湖
図
》（
秋
月
等
観
筆
）で
す
。筆
者
の
秋
月
等
観

（
？
〜
一
五
二
〇
）は
薩
摩
出
身
で
元
は
島
津
氏
の
家
臣

で
、の
ち
に
出
家
し
て
山
口
に
赴
き
雪
舟
の
弟
子
と
な
っ

た
室
町
時
代
後
期
の
画
僧
で
す
。西
湖
と
は
中
国
浙
江
省

杭
州
市
に
あ
る
湖
で
、画
題
と
し
て
好
ま
れ
る
景
勝
地
で

す
。作
品
の
左
上
に「
杭
州
西
湖
之
図
、於
北
京
会
同
館
作

此
図
、弘
治
玖
年
閏
三
月
拾
三
日
」の
書
き
込
み
が
あ
り
、

秋
月
が
明
の
弘
治
九
年（
一
四
九
六
・
日
本
の
明
応
五
年
）

に
、中
国
北
京
の
会
同
館
で
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重

な
作
品
で
す
。

　

こ
の
作
品
は
平
成
二
十
五
年
度
に
本
格
的
な
修
復
を
行

い
、修
復
後
初
公
開
と
な
り
ま
す
。今
回
の
修
復
で
は
、作
品

全
体
に
わ
た
る
多
数
の
横
折
れ
や
亀
裂
、汚
損
、さ
ら
に
は
表

具
裂
の
劣
化
や
糊
離
れ
、裏
打
ち
の
浮
き
な
ど
を
修
復
し
ま

し
た
。修
復
の
成
果
と
し
て
、享
保
十
五
年（
一
七
三
〇
）に
本

格
的
な
修
復
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。作
品
と

と
も
に
修
復
工
程
の
状
況
を
合
わ
せ
て
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま

す
。な
お
修
復
作
業
は（
一
財
）石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
協

会
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
、能
登
の
守
護
大
名
・
畠
山
氏
の
流
れ
を
く
む

故
畠
山
一
清
氏（
荏
原
製
作
所
創
業
者
）が
昭
和
三
十
四
年

（
一
九
五
九
）の
旧
石
川
県
美
術
館
開
館
に
際
し
、対
幅
に
仕

立
て
ら
れ
て
い
る
元
信
・
探
幽
・
興
以
の《
西
湖
図
》と
と
も
に

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

新春優品選
第2展示室

王 若水 《花鳥図》重文 《西湖図》 秋月等観 修復前 《西湖図》
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12月10日（木）～2月14日（日）
休館日：12月28日（月）～1月3日（日）

前期：12月10日（木）～27日（日）
後期：1月4日（月）～2月14日（日）

【工芸】新春優品選
第5展示室

【絵画･彫刻】干支の造形
第4・6展示室

ま
き
ろ
う

き
り
か
ね

　

近
現
代
工
芸
の
展
示
室
で
は
、前
年
十
二
月
よ
り
新
春
に

ぴ
っ
た
り
な
作
品
の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

前
稿
に
引
き
続
い
て
、展
示
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。ま
ず
陶
芸
分
野
か
ら
は
、石
黒
宗
麿《
鉄
絵
鳥

文
鉢
》。石
黒
は
富
山
県
射
水
市
の
生
ま
れ
で
、独
学
で
作
陶

を
志
す
か
た
わ
ら
、中
国
宋
代
の
陶
磁
研
究
で
も
大
き
な
功

績
を
残
し
ま
し
た
。初
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
う
ち

の
ひ
と
り
で
、「
鉄
釉
陶
器
」で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。鉄
絵
と

は
酸
化
鉄
を
含
む
釉
に
よ
る
上
絵
付
で
、黒
や
褐
色
を
呈
し

ま
す
。本
作
で
は
す
ば
や
い
筆
致
で
リ
ズ
ム
よ
く
鳥
が
描
か

れ
、一
見
無
造
作
で
す
が
、羽
の
毛
描
き
な
ど
、よ
く
注
意
が

払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

染
織
か
ら
は
、羽
田
登
喜
男《
友
禅
紅
地
蝶
小
花
文
振
袖

「
花
の
宴
」》で
す
。羽
田
は
金
沢
生
ま
れ
で
、重
要
無
形
文
化

財「
友
禅
」保
持
者
。本
作
は
、鮮
や
か
な
桃
色
の
地
に
、白
い

小
花
が
散
ら
さ
れ
、大
小
の
蝶
が
舞
い
飛
び
ま
す
。地
は
蒔
蝋

に
よ
っ
て
、点
描
状
に
防
染
さ
れ
、霞
が
か
っ
た
よ
う
な
春
の

景
色
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

下
口
宗
美《
木
彫
加
彩
人
形「
つ
つ
井
筒
」》は
、古
典
に
取

材
し
た
作
品
。平
安
王
朝
様
の
装
束
を
着
た
男
女
の
童
が
寄

り
添
っ
て
い
る
様
子
の
人
形
で
す
。衣
装
は
、桃
色
や
水
色
、

橙
色
な
ど
で
明
る
く
彩
色
し
、金
粉
を
散
ら
し
て
華
や
か
に

仕
上
げ
て
い
ま
す
。顔
は
胡
粉
で
と
っ
く
り
と
白
く
、唇
に
は

朱
を
差
し
ま
す
。下
口
は
加
賀
市
生
ま
れ
で
、石
川
の
人
形
界

を
牽
引
し
ま
し
た
。

　

な
お
、染
織
と
截
金
の
作
品
は
年
末
の
休
館
中
に
展
示
替

え
を
行
い
、一
月
四
日
よ
り
新
し
い
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
。

石黒宗麿 《鉄絵鳥文鉢》

　

師
走
も
半
ば
に
至
り
、今
年
も
色
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
が
、皆
々
様
に
お
か
れ
て
は
如
何
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。老
若
男
女
を
問
わ
ず
来
年
の
運
勢
が
気
に
な
る
頃
で
も

あ
り
ま
す
。

　

本
展
は
館
蔵
品
を
中
心
に
、干
支
の
動
物
な
ど
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品
の
展
示
を
ご
覧
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

干
支
は
十
干
・
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、年
月
日
や

方
角
な
ど
の
順
や
区
分
に
用
い
ら
れ
、ま
た
二
十
四
季
節
や
雑

節
と
結
び
付
き
年
中
行
事
な
ど
の
名
称
の
一
部
に
、さ
ら
に
吉

凶
や
易
と
も
関
係
が
み
え
ま
す
。ま
た
十
二
支
に
は
動
物
が
宛

が
わ
れ
、毎
年
の
年
賀
状
の
イ
ラ
ス
ト
や
縁
起
物
と
し
て
も
馴

染
み
深
い
も
の
で
、特
に
自
分
の
干
支
の
動
物
に
は
自
然
と
関

心
も
高
く
な
る
よ
う
で
す
。近
現
代
の
作
品
で
も
干
支
を
意
識

し
て
制
作
さ
れ
た
作
品
は
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
多
く
見
え
ま

す
。現
在
は
昔
ほ
ど
で
な
い
も
の
の
干
支
の
置
物
彫
刻
は
、彫
刻

家
に
と
っ
て
定
型
の
そ
し
て
主
要
な
収
入
源
の
一
つ
で
あ
っ
た

よ
う
で
、年
末
に
な
る
と
顧
客
へ
届
け
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
写
真
は
、吉
田
三
郎《
日
溜
り
》で
す
。作
者
は
写
実
の
名

手
と
し
て
動
物
制
作
も
得
意
と
し
、中
で
も
猿
は
様
々
な
姿
態
の

作
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。穏
や
か
な
日
の
下
で
老
猿
の
寛
ぐ
姿

と
昔
を
懐
か
し
む
か
の
よ
う
な
表
情
に
は
、我
々
の
日
常
の
感
覚

と
の
共
感
も
誘
っ
て
く
れ
、大
掴
み
の
作
行
き
の
中
に
込
め
ら
れ

た
作
家
の
技
巧
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。

　

来
る
新
春
を
寿
ぎ
、皆
々
様
の
向
こ
う
一
年
の
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

吉田三郎 《日溜り》
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映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
「
没
後
四
十
年 

鴨
居
玲
展 

踊
り
候
え
」の
初
日
、長
谷
川
徳
七
、智
恵
子
夫
妻

に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。日
動
画
廊
の
社
長
・

副
社
長
と
し
て
、陰
に
な
り
日
向
に
な
り
鴨
居
を
支
え
た
二
人
だ
か
ら
こ
そ
語

ら
れ
る
、貴
重
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
。あ
っ
と
い
う
間
の
一
時
間
か
ら
、こ
こ

で
は
鴨
居
と
の「
出
会
い
」と「
別
れ
」に
つ
い
て
抜
粋
し
、ご
紹
介
し
ま
す
。

　

私
が
鴨
居
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、東
京
で
初
め
て
の
個
展
で
し
た（
昭
和
四

十
三
年
、当
時
鴨
居
四
十
歳
）。最
初
の
印
象
は「
格
好
よ
く
て
す
て
き
な
男
性
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。背
が
高
く
、鼻
筋
の
通
っ
た
顔
立
ち
で
外
国
の
男
性
に
ひ

け
を
と
ら
な
い
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ー
ビ
ス
精
神
も
旺
盛
で
個
展
に

来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
だ
れ
に
対
し
て
も
優
し
く
愛
想
が
い
い
。当
時
ま
だ
画

家
た
ち
と
の
つ
き
あ
い
に
不
慣
れ
だ
っ
た
私
に
も
気
遣
い
を
忘
れ
な
い
人
で
し

た
。し
か
し
、実
の
と
こ
ろ
鴨
居
は
極
度
の
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
、脇
の
下
に
汗

を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
応
対
し
て
い
た
の
で
す
ね
。で
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
は
見
せ

た
り
し
な
い
。こ
れ
は
一
面
、鴨
居
の
本
質
を
表
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
月
は
企
画
展
に
あ
わ
せ
、｢

石
川
の
巨
匠
と
そ
の
わ
ざ｣

と
題
し
て
、工
芸
の

各
分
野
で
活
躍
す
る
石
川
の
巨
匠
を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の
顔
ぶ
れ
を

お
見
せ
い
た
し
ま
し
ょ
う
。陶
芸
か
ら
は
二
代 

浅
蔵
五
十
吉
氏
・
三
代 

德
田
八

十
吉
氏
・
十
代 

大
樋
長
左
衛
門
氏
。漆
芸
は
寺
井
直
次
氏
・
大
場
松
魚
氏
・
塩
多
慶

四
郎
氏
。ま
た
木
工
の
灰
外
達
夫
氏
・
川
北
良
造
氏
と
、刀
剣
の
隅
谷
正
峯
氏
。以

上
九
名
の
巨
匠
に
関
す
る
ビ
デ
オ
を
上
映
し
ま
す
。

　

ビ
デ
オ
で
は
、制
作
工
程
を
映
像
で
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。絵
画
や
彫
刻
に
比
べ
、工
芸
作
品
は
ど
う
作
ら
れ
た
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
に
く

い
と
い
う
方
も
、多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
の
工
程

を
目
に
す
る
こ
と
で
、作
品
に
隠
さ
れ
た
き
め
こ
ま
や
か
な
気
配
り
、想
像
以
上

の
力
仕
事
、繊
細
な
意
匠
の
数
々
に
、あ
ら
た
め
て
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
す
。ま
た
巨
匠
た
ち
が
語
る
作
品
へ
の
想
い
は
、積
み
上
げ
て
き
た

経
験
に
も
と
づ
く
、実
に
力
強
い
も
の
で
す
。そ
う
し
た
言
葉
を
思
い
返
し
な
が

ら
作
品
と
向
き
合
う
と
、ま
た
新
た
な
見
方
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

作
品
を
じ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
き
、ま
た
そ
の
一
点
一
点
に
秘
め
ら
れ
た
わ
ざ

の
数
々
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、だ
ん
だ
ん
と
作
品
か
ら
受
け
る
印

象
も
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。石
川
の
巨
匠
た
ち
の
こ
と
、よ
り
深
く
ご

理
解
い
た
だ
け
る
こ
の
機
会
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
。

※
上
映
リ
ス
ト
は
３
ペ
ー
ジ
の
関
連
行
事
を
ご
参
照
下
さ
い
。

大
い
に
盛
り
あ
が
っ
た
か
ら
で
す
。し
か
し
電
話
を
切
っ
た
後
、睡
眠
薬
を
飲
ん

だ
の
ら
し
い
。あ
の
と
き
は
本
当
に
突
然
で
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
講
演
会
の
要
旨
を
当
館
の
文
責
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
）

講師：長谷川徳七氏・長谷川智恵子氏（公益財団法人日動美術財団笠間日動美術館館長・副館長）

長
谷
川
智
恵
子
氏

　

亡
く
な
っ
た
と
き
の
話
に
な
り
ま
す

が
、一
九
八
五
年
九
月
七
日
の
未
明
に

「
先
生
が
亡
く
な
っ
た
」と
電
話
が
あ
り

ま
し
た
。私
は「
ば
か
を
い
う
な
」と
相

手
を
せ
ず
に
電
話
を
切
っ
た
。と
い
う

の
も
そ
の
数
時
間
前
、銀
座
で
ポ
ー
ラ

の
社
長
た
ち
と
飲
ん
で
い
る
と
こ
ろ

へ
、本
人
か
ら「
ポ
ー
ラ
の
育
毛
剤
が
届

い
た
け
ど
、ど
う
や
っ
て
使
う
の
？
」な

ん
て
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、そ
の
時
は

長
谷
川
徳
七
氏

講演会記録 平成27年9月12日（土） 当館ホール

鴨居玲を語る
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丁
度
三
年
前
の
彫
刻
部
門
の
特
別
陳
列
で「
能
登
の
彫
刻
家
た
ち
」を

開
催
し
ま
し
た
。こ
の
展
示
は
能
登
地
区
出
身
及
び
同
地
区
で
活
躍
の
故

人
を
含
む
能
登
ゆ
か
り
の
作
家
の
活
動
と
作
品
を
紹
介
す
る
展
示
で
し

た
が
、今
回
は
金
沢
〜
加
賀
地
区
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
展
示
で
し
た
。

展
示
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、前
号
の
繰
り
返
し
で
す
が
金
沢
〜
加
賀

地
区
の
作
家
の
作
品
だ
け
で
か
な
り
我
が
国
の
近
代
彫
刻
史
と
重
な
る

動
き
を
見
せ
て
い
て
、さ
ら
に
全
国
的
に
近
代
彫
刻
の
先
駆
県
と
言
っ
て

も
い
い
例
が
見
え
る
こ
と
で
す
。当
県
は「
工
芸
王
国
」と
自
称
、全
国
的

に
み
て
各
工
芸
分
野
に
わ
た
っ
て
高
い
水
準
を
示
す
こ
と
が
特
徴
で
す

が
、彫
刻
分
野
で
も
彫
刻
で
使
わ
れ
る
各
素
材
に
わ
た
り
作
家
の
多
彩
な

活
動
が
見
え
ま
す
。

　

石
川
県
全
体
の
彫
刻
を
総
合
し
て
眺
め
て
み
ま
す
と
、先
ず
他
県
の
比
較

か
ら
み
る
と
、お
隣
富
山
県
の
井
波
木
彫
や
高
岡
銅
器
の
よ
う
な
地
場
産
業

と
の
繋
が
り
が
少
な
い
一
方
、金
沢
美
大
を
代
表
と
す
る
美
術
教
育
機
関
も

あ
り
、作
家
各
自
の
独
自
で
自
由
な
展
開
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。全
般
的
に
作
風
は
、前
衛･

奇
抜
よ
り
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
地
道
、粘

り
強
く
素
朴
な
制
作
ス
タ
イ
ル
の
作
家
が
多
い
よ
う
で
す
。ま
た
能
登･

加

賀･

金
沢
そ
れ
ぞ
れ
で
、地
勢
や
風
土
、気
質
な
ど
の
違
い
も
あ
っ
て
各
地
域

独
自
の
特
徴
も
窺
え
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
彫
刻
美
術
の
特
徴
と
し
て
屋
外

の
設
置
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。県
内
で
も

屋
外
の
公
共
空
間
で
多
く
の
野
外
彫
刻

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、皆
様
の

身
近
に
ど
ん
な
彫
刻
作
品
が
あ
る
か
、

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、本
県
の
彫

刻
に
も
関
心
が
高
ま
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

平成27年10月29日（木）～12月6日（日）

展覧会回顧

石川の近代彫刻をたずねて

一
月
の
行
事
予
定

■
ビ
デ
オ
上
映
会

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　

入
場
無
料

■
土
曜
講
座

午
後
1
時
30
分
〜　

美
術
館
講
義
室　

聴
講
無
料

炎
と
土
と
色 

ど
う
し
て
蘇
ら
す
か 

文
化
勲
章
受
章
者
・
浅
蔵
五
十
吉（
20
分
）

極
光 

人
間
国
宝 

寺
井
直
次

（
25
分
）

学
芸
専
門
員 

寺
川　

和
子

　
日（
日
）

10

即
是
色 

人
間
国
宝 

三
代
德
田
八
十
吉

和
光 

人
間
国
宝 

大
場
松
魚

（
29
分
）

（
24
分
）

　
日（
日
）

24　
日（
土
）

9

漆
が
呼
ぶ
里 ―

人
間
国
宝
・
塩
多
慶
四
郎―

邂
逅 ―

人
間
国
宝
・
隅
谷
正
峯―

石
川
県
の
芸
術
院
会
員 

人
間
国
宝（
1
）

学
芸
員　
　

 

中
澤
菜
見
子

　
日（
土
）

16

米
沢
弘
安

学
芸
第
一
課
長 

谷
口　

出

　
日（
土
）

23

石
川
の
文
化
財（
2
）

学
芸
専
門
員 

寺
川　

和
子

　
日（
土
）

30

石
川
県
の
芸
術
院
会
員 

人
間
国
宝（
2
）

（
24
分
）

（
24
分
）

　
日（
日
）

31前
田
育
徳
会
尊
經
閣
文
庫
分
館

｢

婚
礼
調
度
の
美｣

第
2
展
示
室

｢

春
の
優
品
選｣ 

【
古
美
術
】

第
3
・
4
・
6
展
示
室

｢

石
川
の
美
術 

近
代
編｣

第
5
展
示
室

｢

石
川
の
工
芸
Ⅲ 

食
を
彩
る｣

次
回
の
展
覧
会会期

：
二
月
十
八
日（
木
）〜
三
月
二
十
六
日（
土
）
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「工芸にみる石川の巨匠」
図録：税込2,000円 1月の休館日は

1日（金・祝）～3日（日）

見ざる、聞かざる、言わざる
昭和14年(1939) 油彩、キャンバス 第26回二科展出品 110.9x143.8cm

アラカルト ただいま展示中

田辺栄次郎　たなべ・えいじろう
明治43年(1910)～平成10年(1998)

a la carte  No.8

　

金
沢
東
山
の
真
成
寺
に
納
め
ら
れ
た
木
製
の
三

猿
、見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
を
は
じ
め
、

様
々
な
猿
の
人
形
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。真
成
寺
は

子
供
の
守
り
神
鬼
子
母
神
を
祀
る
こ
と
で
よ
く
知

ら
れ
ま
す
。「
見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・
言
わ
ざ
る
」は
、

見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る
の
が
処
世
術
と
、幾
分
消
極

的
な
意
味
合
い
に
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、幼
い

子
供
に
は
醜
い
も
の
を
見
聞
き
さ
せ
ず
に
育
て
よ

と
い
う
教
え
述
べ
た
も
の
と
も
言
い
ま
す
。

　

右
上
に
は
大
き
く
奉
納
と
あ
り
、そ
の
下
に
昭

和
十
四
年
、栄
次
郎
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、サ

イ
ン
の
意
味
合
い
と
、こ
の
絵
を
奉
納
す
る
と
い

う
意
味
を
兼
ね
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。で
は
田

辺
は
猿
た
ち
の
造
形
の
面
白
さ
と
、人
々
の
信
仰

の
篤
さ
に
感
じ
入
っ
て
本
作
を
描
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
年
、昭
和
十
四
年
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
、日
本
は
支
那
事
変

の
拡
大
が
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、社
会
の
統
制
は

厳
し
さ
を
増
す
一
途
で
し
た
。思
う
こ
と
の
言
え

ぬ
時
代
の
お
ろ
か
し
さ
、情
け
な
さ
、そ
れ
を
本

作
に
込
め
た
と
み
る
の
は
う
が
ち
過
ぎ
で
し
ょ

う
か
。一
見
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
画
面
で
す
が
、猿
た

ち
の
表
情
は
影
を
帯
び
毒
を
含
ん
で
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
の
で
す
。田
辺
は
こ
の
後
、石
川
の

美
術
団
体
や
展
覧
会
が
大
政
翼
賛
会
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
中
、最
後
ま
で
対
峙
し
、金
城
画
壇

展
を
開
催
し
続
け
る
の
で
す
。反
骨
の
画
家
と
い

う
べ
き
で
し
ょ
う
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
通
信

　

企
画
展｢

工
芸
に
み
る
石
川
の
巨
匠｣

。全

作
品
の
写
真
に
加
え
、巨
匠
ひ
と
り
ひ
と
り

の
経
歴
・
作
風
を
紹
介
す
る
作
家
解
説
な
ど

を
掲
載
し
た
、展
覧
会
図
録
を
販
売
い
た
し

ま
す
。今
回
の
図
録
は
変
形
サ
イ
ズ
。お
持
ち

帰
り
い
た
だ
く
の
に
便
利
な
、コ
ン
パ
ク
ト

な
形
に
し
て
い
ま
す
。

　

表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
ま
だ
案
で
す
が
、あ
え

て
明
る
い
色
づ
か
い
の
中
に
作
品
の
部
分

写
真
を
の
せ
、幅
広
く
皆
さ
ま
の
お
手
に

と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
は
同
デ
ザ
イ
ン
の
、背

景
が
白
。図
録
は
巨
匠
ら
し
い
重
厚
さ
を
高

め
た
い
と
、背
景
を
黒
に
し
て
い
ま
す
。石

川
の
近
代
工
芸
を
優
品
で
振
り
返
る
今
回

の
企
画
展
。そ
の
す
べ
て
を
お
さ
め
た
豪
華

な
図
録
は
、必
携
で
す
。

一　般 360円（290円）
大学生 290円（230円）
高校生以下　無料

コレクション展観覧料

午前9：30～午後6：00
今月の開館時間

午前10：00～午後7：00 年中無休
カフェ営業時間

※（　　）内は団体料金
毎月第1月曜日はコレクション
展示室無料の日（1月は4日）


